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副詞を含む英文の非構造的多義性と束ね理論

石井 隆之

The Non-structural Polysemy in English Sentences Containing

Adverbials and the Bundling Theory

Takayuki  ISHII

  Polysemy in English sentences based on non-structural differences can be explained by the hitherto 

proposed Quantifier Raising Principle if the sentences contain two or more quantifiers; however, the 

ambiguity found in English sentences containing adverbials, and not quantifiers, can hardly be given 

principled explanation. In this paper, I will demonstrate that we can successfully explain the polysemy 

in question through Quantifier Raising Conditions if we postulate that NPs found in such sentences can 

be made quantifiers under certain conditions. I also provide a newly proposed theory called the 

Bundling Theory to explain adverbial-related sentences completely. This paper finally aims to explore 

the possibility of solving all the problems related to polysemy through the Bundling Theory.

キーワー ド:① 非構造 的多義性 ② 数量詞化 ③ 数量詞上昇 ④ 束 ね理論 ⑤ 束 ね原理

0.は じめ に

多義 性 に は 、統 語 構 造 の違 い に よる もの と統

語 構 造 の違 い に よ らな い もの の2つ が あ る 。前

者 を構 造 的 多義 性 、 後者 を 非構 造 的 多 義性 と呼

ぶ 。

(1)多 義性 の 大 別

構 造 的 多 義性:

structuralambiguity

非 構 造 的 多 義性:

non-structuralambiguity

副 詞 句 を用 い た文 に 限 り、 そ の 例 を挙 げ て み

よ う。

(2)a.Marydidn'tstudyuntilllp.m.

b.Johnmethiswifeattheparty.

(2a,b)の 意 味 は 、 そ れ ぞ れ2つ の 意 味 を持

つ 。(2a)は(3)に 、(2b)は(4)に 対 応 す る。

(3)a.メ ア リー は午 後11時 まで ず っ と勉

強 した わ け で は ない 。

b.メ ア リ ー は 午 後11時 に な っ て は

じめ て勉 強 した。

(4)a.ジ ョ ン は そ の パ ー テ ィで 彼 の 妻 と

(約束 して)落 ち合 った 。

b.ジ ョ ン は そ の パ ー テ ィ で 彼 の 妻

(に な る人)に 出会 っ た。

(3a)で はuntilllp.m.がstudyを 修 飾 して

い るの に対 し、(3b)で はuntilllp.m.がnot

studyを 修 飾 して い る。

しか し、(4a)も(4b)もatthepartyが 等 し

くmethiswifeを 修 飾 して い る。 す なわ ち、

統 語 構 造 に 関係 な く、 多義 性 が 生 じて い る。

さ て 、生 成 文 法 で は 、数 量 詞 が 入 っ た非 構 造

的 多義 性 につ い て は 、数 量 詞 上 昇 とい う原 理 で

説 明 が 可 能 で あ る。

(5)Threeboyssawtwogirls.

(5)は 、 次 の2つ に 多 義 で あ る と い う見 方 が

可 能 で あ る。 注1

(6)a.あ る 少 年 が2人 組 の 少 女 を 見 て 、

ま た 別 の と き、 或 い は 、 別 の 場 所
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で 、2人 目 の 少 年 が2人 組 の 少 女

を 見 て 、 更 に、 別 の と き、 或 い は

別 の 場 所 で 、3人 目の 少 年 が2人

組 の 少 女 を見 た 。

b.3人 組 の 少 年 が1人 の 少 女 を 見

て 、 ま た 別 の と き、 或 い は、 別 の

場 所 で 、3人 組 の 少 年 が も う1人

の少 女 を 見 た。

注 目す べ き は 、(6a)の2人 組 の 少 女 は、3

回 と も異 な っ て い て もOKで 、合 計6名 が あ り

得 る の に対 し、(6b)に お い て3人 組 の 少 年 は

同 じ少 年 で 、合 計3人 で あ る 。

(5)文 の 多 義 性 は 、2つ の 数 量 詞 を 含 む表 現

(「3人 の少 年 」 と 「2人 の 少女 」)がLFで 移 動

し、 そ の ス コ ー プ の 関係 が2種 類 生 じる こ とに

よ り、意 味 の 多 義性 が説 明 され る 。

(7)a.threeboys>twogirls

b.twogirls>threeboys

LFで の 構 造 記 述 は 、(8a,b)の よ う に な っ

て お り、(6a,b)は 、 そ れ ぞ れ(7a,b)、 そ し て 、

(8a,b)に 対 応 す る。 ゴ12

(8)a.[lplthreeboysi[lp2twogirlsj

[IP3tisawtj]]]

b.[lpltwogirlsj[lp2threeboysi

[IP3tisawtj]]]

本 稿 で は 、副 詞 的修 飾要 素 を 含 む英 文 に お い

て 、 あ る条 件 の 下 、 名詞 が 数量 詞 化 す る こ と を

提 案 し、数 量 詞 上 昇 とい う原理 で 、 そ の 文 の 多

義 性 を説 明 で きる こ とを示 す 。

更 に 、新 た な提 案 と して 「束 ね理 論 」 を提 唱

し、非 構 造 的 多 義性 を解 明 す る可 能性 に つ い て

も論 じる。

1.非 構 造 的 多 義 性 と 数 量 詞

1.1.多 義 誘 発3条 件

非 構 造 的 多 義 性 を 示 す 英 文 に 様 々 な パ タ ー

ン が あ る が 、 代 表 的 な も の を 以 下 に 挙 げ て お

く。 ゴB

(9)a.Threeboyssawtwogirls.[=(5)]

b.Evervbodvlovessomebodv.

C.IwanttOmarrvanItalian.

d.Jackmethiswifethere.

e.PeteralmostkilledBettv.

LThereisacatbehindthecar.

g.JimgotAnnintotrouble.

h.Billhitthecar.

i.Bobloadedthetrucks.

j.Lizisabeautifultypist.

(9b)は 不 定 代 名 詞 が2つ 生 じて い る 例 で あ

るが 、 この 文 の 多義 性 を説 明す る の に も、数 量

詞 上 昇 と い う原 理 が 用 い ら れ る 。 と い うの は 、

不 定 代 名 詞everybodyもsomebodyも 共 に数

量 に 関 わ る か らで あ る。 因 み に(9b)のLF表

示 は以 下 の 通 りで あ る。

(10)a.[lpleverybodyi[lp2somebodyj

[IP3tilOVeStj]]]

b.[lplsomebodyj[lp2everybod}・i

[IP3tilOVeStj]]]

(11)a.誰 で も愛 す る 人が1人 い る。

b.あ る1人 が 皆 に愛 され て い る。

(10a,b)が そ れ ぞ れ(11a,b)に 対 応 す る 。

数 量 詞 上 昇 は 、May(1977)の 用 語 で 、 数 量

詞 を含 む 名 詞 句 をIP付 加 す る こ とに よ り、数

量 詞 の 作 用 域 の 複 数 性 を説 明す る理 論 と言 え る

が 、石 井(2011)で は 、(9a,b)及 び 、 そ の 関連 文

を用 い て 、意 味 の 複 数 性 を生 じる メカ ニ ズ ム を

詳 し く考 察 した。

ま た 、 石 井(2012)で は 、 冠 詞 も 数 量 詞 と考

え 、新 た な冠 詞 含 有 名詞 句 の構 造 記 述 を提 案 す

る と と も に 、 意 味 の 二 義 性 を説 明 す る原 理 が 、

(9a,b)の 場 合 と全 く同 じで あ る こ と を示 した。

石 井(2011,2012)の 議 論 か ら、数 量 詞 が2つ

生 じて い る 限 り、 具 体 例 と して(7)に 示 した よ

うに 、作 用 域 関係 が2種 類 存 在 す る の で 、 多義

の 可 能 性 の 条 件 と して 、数 量 詞 数 は2以 上 で あ

る こ とが わか る。

(12)非 構 造 的 多義 性 条 件A

数 量 詞 数 条 件:n(Q)≧2詞

1文 中 に2つ 以 上 の 数 量 詞 を有 す る

と、非 構 造 的 多義 性 を持 つ 文 に な り

うる。

とこ ろが 、次 の 文 は 多義 で は な い。

(13)a.Somebodyloveseverybody.

b.Oneboymettwogirls.
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1文 に2つ の数 量 詞 が存 在 して も、最 初 の 数

量 詞 が 単 数 を表 す 場 合 は 、 多 義性 を生 じる こ と

は な い。 つ ま り、過 剰 な 数量 詞 上 昇 を 阻止 す る

に は 、別 の条 件 が 必 要 で あ る 。

(14)非 構 造 的 多 義性 条件B

数 量 条 件:n(N/Q1)≧2

1文 に最 初 に現 れ る 数量 詞 が 表 す 数

は2以 上 で あ れ ば 、 非構 造 的 多 義性

を持 つ 文 に な り うる 。 蘭

な お 、n(N/Qk)はk番 目に現 れ るQが 修 飾

す るN(名 詞)の 数(n)で あ る。

更 に 、(13)と(14)の 条 件(以 下 、 そ れ ぞ れ 条

件A、 条 件Bと 呼 ぶ)を 満 た して い るの に 、 文

が 多義 に な らな い例 が あ る 。 そ れ は(15)、(16)

そ して(17)の よ うな 例 で あ る 。

(15)a.EverybodymetJohninsome

Italiancitv.

b.EvervbodvinsomeItaliancitv

metJohn.

(16)a.IneveryItaliancity,Johnmet

somebodv.

b.IneveryItaliancity,somebody

metJohn.

(17)WhoboughteverythingforMax?

そ こ で 、石 井(2011)で は 、 数量 詞 問最 大 投 射

範 田謬6数 条 件(条 件C)を 提 案 した。

(18)非 構 造 的 多 義性 条件C

数 量 詞 問最 大 投 射 範 疇 数 条件:

n(XP[Qk-Qk+1])=4ゴ17

1文 に 現 れ る 数 量 詞 問 に 存 在 す る

最 大 投 射 範 疇 の 数 が4つ で あ れ ば、

非 構 造 的 多 義 性 を持 つ 文 に な り う

る。 ゴ18

1.2.多 義 度 方程 式

多義 性 を生 み 出す 条件 が3つ あ る こ とを 、1.

1.で 示 した が 、 そ れ は、 数 量 詞 が2つ 存 在 し

て い る場 合 を扱 っ た 。

多義 性 を更 に一 般 化 して み よ う。 まず 、1文

にk個 数 量 詞 が 存 在 す る 場 合 を 想 定 す る。 そ

れ を 次 の よ うに記 述 す る もの とす る 。

(19)S(Q1,Q2,_Qk)[k≧2]

多 義 性 は 、LFに お け る作 用 域 の 種 類 の 数

(=LF表 示 の 数)に 帰 着 す る の で 、2つ の数 量

詞Q1,Q2が1文 に生 じて い る場 合 の 多 義 度(=

い くつ に 多義 で あ る か)は2で あ る。

因み に 、3つ の 数 量 詞 が 生 じた場 合 の 多義 度

は 、(20)のLF表 示 が 想 定 で きる の で 、原 理 的

に は 、(21)と な る。

(20)a.[Q1[Q2[Q3[_]]]]

b.[Q1[Q3[Q2[_]]]]

c.[Q2[Q1[Q3[_]]]]

d.[Q2[Q3[Q1[_]]]]

e.[Q3[Q1[Q2[_]]]]

f.[Q3[Q2[Q1[_]]]]

(21)3!=3×2×1=6

従 っ て 、1文 にk個 の 数 量 詞 が 生 じる 場 合

の 多義 度 は 、k個 の 中か らk個 取 り出 して並 べ

る場 合 の 数 とな る。 こ れ は数 学 に お け る順 列 の

発 想 に他 な らな い。

(20)で はQ1,Q2,Q3の3つ の 中 か ら3つ を

取 り出 して 並 べ る の で 、3!、 す な わ ち6と な る

の で あ る。 ゴ19

し か しな が ら、(14)の 条 件Bに よ り、 最 初

の 数 量 詞 が 表 す 数 が2以 上 で な い と い け な い 。

従 っ て 、正 確 に は 次 の方 程 式 が 成 立 す る。

(22)多 義 度 方 程 式

任 意 の 英 文S(Q1,Q2,_Qk)[k≧2]

にお い て 、 次 の 多義 度 が 成 立 す る。

a.n(N/Q1)≧2→k!

b.n(N/Q1)=1→(k-1)!

(22)は 、 必 然 的 に条 件Aを カバ ー す る。 と

い う の は 、(22)の 定 義 でk≧2の 部 分 が 条 件

Aに 他 な ら ない 。

ま た 、 条 件Bも カ バ ー す る。(22b)でk=2

の と き、1と い う数 値(つ ま り多 義 度1)が 得 ら

れ るか らで あ る。

しか し、 条 件Cは カバ ー し な い。 何 故 な ら、

これ は最 大 投 射 範 疇 数 に 関係 す る の で 、順 列 と

は何 ら関係 な いか らで あ る。

石 井(2011)で 数 量 詞 が2つ の場 合 に 、数 量 詞

問の 最 大 投 射 範 疇 数 が4で あ る とい うの は 、証

明 済 み で あ る。

しか し、数 量 詞3つ 以 上 の場 合 に 、 そ れ ぞ れ
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の数 量 詞 問 の最 大 投 射 範 疇 が4で あ る か ど うか

は 、想 定 で きる全 て の場 合 で検 証 す る の は極 め

て難 しい。 但 し、(23)文 の よ うな構 造 で は(24)

の よ うに 、数 量 詞 問 の最 大 投 射 範 疇 数 が 、 そ れ

ぞ れ4に な る の で 、(22)は 成 立 す る 。

(23)「Sは0をPでVす る 」 とい う 日本

語 に相 当す る 一般 的英 文

条 件:S,0,Pに 数 量 詞 が 入 る。

S内 の 数 量 詞 をQ1,0内 の数 量 詞 をQ2,P内

の 数 量 詞 をQ3と す る と、そ れ ぞ れ の 数 量 詞 問

の最 大 投 射 範 疇 は 、(24)の よ うに な る 。

(24)a.Q1-Q2問:NP,IP,VP,NP

b.Q2-Q3問:NP,VP,PP,NP

従 っ て(23)の 構 造 に 当 て は まる 注9の 例 文 は

注9の(ii)の 如 く、6つ の 意 味 に 多 義 で あ る こ

とが 証 明 さ れ る。

数 量 詞 が3つ 生 じる場 合 の 別 の構 造 や 、 数量

詞 が4つ 以 上 生 じる 場 合 に も、 条 件Cが 当 て

は ま る か ど うか につ い て は 、 今 後 の検 討 課 題 で

あ る。 ゴll°

1.3.束 ね理 論 の 提 案

こ こ にAとBの2種 類 の 物 が 存 在 す る と 考

え る。 そ して 、 言 語 表 記 上 、Aがn個 、Bが

m個 を示 す 文 を想 定 す る。

(25)Threepeoplehavefourpens.

[A=people,n=3/B=pen,m=4]

こ の と き、 全 体 の 個 数 はn+m個(=7)で

あ る と想 定 で き る が 、AとBに 対 して 、 何 ら

か の 関 係 を 考 慮 に入 れ る と き、 全 体 の 個 数 は

n+m個 とは 限 らな くな る 。

例 え ば 、(25)文 は 、3人 の1人 ひ と りが ペ ン

を4本 ず つ 所 有 し て い る 意 味 と、3人 全 体 で 、

ペ ンを4本 所 有 して い る 意 味 が 出 る 。

前 者 の 場 合 、 ペ ン の 全 体 数 はnm個(=12

本)、 後 者 の場 合 、 ペ ンの 全 体 数 は 変 わ らずm

個(=4本)で あ る 。AとBを 関 係 付 け る と、

もは やAとBの 合 計 数 は 重 要 で な くな る点 も

興 味 深 いが 、一 応 、合 計 数 の 一般 化 を示 して お

く と(26)の よ うに な る 。

(26)a.Aが そ れ ぞ れBを 所 有 す る場 合

AとBの 合 計 数=n+nm

b.Aが 全 体 でBを 所 有 す る場 合

AとBの 合 計 数=n+m

(26a)の 場 合 、 個 々 のAがBをm個 ず つ 束

ね て お り、(26b)の 場 合 、 逆 にBがA全 体 を、

す な わ ちAをn個 束 ね て い る とい う イ メー ジ

が あ る と言 え る。

2つ の 数 量 詞 が 存 在 して 、 多 義 度 が2に な る

の は 、束 ね 方 の 違 い に帰 着 す る と考 え る こ と も

可 能 なの で あ る。

この 「束 ね 」 に基 づ く理 論 を 「束 ね理 論 」 と

名 づ け る こ と に す る 。AとBの 関 係 、 そ して

AやBの 性 質 に よ り、AやBの 全 体 数 は 微 妙

に変 化 す るが 、Bの 全 体 数 につ い て 、次 の こ と

が 言 え る。

(27)任 意 の 文 にお い て 、 表 記 上 、n個 あ

るAが 主 語 で 、m個 あ るBが 移 動 可

能 な事 物 で 、 同 時 にAとBの 関 係 が

移 動 を許 す な ら、現 実 の 世 界 に お け る

Bの 全 体 数 は 、mとnmの2つ に曖 昧

で あ る 。ゴlll

(27)が 、 束 ね 理 論 の 一 例 で あ る。 こ の 理 論

が 、2つ の 数 量 詞 が 関 わ る作 用 域 の2種 と関連

して い る 。 これ まで のAとBを 用 いて 、Bの 実

際 の 個 数 、作 用 域 との 関連 を示 して お く。 ゴll2

(28)a.A>B→Bはnm個

b.B>A→Bはm個

[表 記 上 、Aはn個 、Bはm個]

(28a)で は 「AがBを 束 ね て 、Bの 個 数 は

最 大 でnm個 に な っ て い る」 と言 え 、(28b)で

は 、 逆 に 「BがAをn個 束 ね て い る 」 と言 え

る。 この と き、束 ね 方 を 次 の よ うに表 記 す る も

の とす る。 こ の こ と を 「束 ね 状 況 を表 記 す る 」

とい う表 現 で 表 す もの とす る。

(29)a.A>B→B:nm

b.B>A→A:n

す な わ ち 、「束 ね 状 況 を表 記 す る」 と は 、束

ね られ て い る側 の 個 数 の み を示 す こ とで あ る。

2.副 詞 含 有 文 の 数 量 詞 化 と束 ね 理 論

2.1.Jackmethiswifethereの 例

副 詞 的 表 現 を含 む文 の 多義 性 につ い て考 察 す

る。 この 節 で は 、(9d)文 を扱 う。
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(30)Jackmethiswifethere.[=(9d)]

副 詞thereの 存 在 に よ り、意 味 が 曖 昧 とな る

こ とが わ か る。thereが 生 じな か った ら 、馴 れ

初 め の解 釈 は 出 な い か らで あ る 。

場 所 の み で な く時 を 表 す副 詞 が 入 っ て も、馴

れ初 め の意 味 は 出 る 。

(31)Jackmethiswifethen.

(31)文 で は 「ジ ャ ック は そ の と き妻 に 出 会 っ

た」 とい う馴 れ初 め の解 釈 が可 能 で あ る 。

しか し、 す べ て の 〈SVO+副 詞 〉 が 、 馴 れ

初 め の解 釈 を持 つ とは 限 らな い 。

(32)a.Jackmethiswifequickly.

b.Jacktookhiswifethere.

c.JackmetMarythere.

d.Jackmetakindwomanthere.

(32a)の よ う に様 態 副 詞 が 生 じる と多 義 で は

な くな り、(32b)の よ う に動 詞 がmeet以 外 で

あ れ ば 多義 で な くな る場 合 が あ る 。 また 、one's

Nの 形 で は な い 目的 語 、 す な わ ち 、 固 有 名 詞

(Mary)や 不 定 名詞 句(akindwoman)が 目的

語 に な っ て い る(32c)や(32d)も 多義 で は な い。

以 上 の考 察 か ら、馴 れ初 め の解 釈 を得 る た め

に は 、少 な く と も以 下 の 条件 が必 要 で あ る と思

わ れ る。

(33)a.副 詞 は 時 や場 所 に 関 す る 。

b.動 詞 は 出会 い を匂 わせ る。

c.目 的 語 はone'sNの 形 で あ る。

(30)文 や(31)文 は 、(33a-c)の 条 件 を満 た す

の で 、 多 義 と な る の で あ る。 上 記 の 条 件 下 で 、

主 語NPと 目 的 語NPが 数 量 詞 化 し、 そ の 結

果 、数 量 詞 上 昇 が 起 こ り、 多 義(=二 義)と な る

と考 え る こ とが で きる 。

そ して 、 そ の 二 義 に な る 仕 組 み を 、1.3.で 提

案 した束 ね理 論 で説 明 して み る 。

(34)a.Jack>hiswife

→(i)wifeに な る前 の女 性

(ii)wifeに な った 後 の 女 性

b.hiswife>Jack

→Jack

(34a)で は、Jackが(i)と(ii)を 束 ね る が 、

(34b)で は 、hiswifeがJackを 束 ね て い る。

こ の束 ね方 の2種 類 が 、 多 義(=二 義)性 に他 な

ら な い 。

こ こ で 、(34)の 束 ね 状 況 を 次 の よ う に 表 記 す

る もの と す る 。(35a),(35b)は 、 そ れ ぞ れ 注3

の(ii-a),(ii-b)に 相 当 す る 。

(35)a.Jack>hiswife→wife1十wife2

b.hiswife>Jack→Jack

wife1=womanbeforemarriage

wife2=womanaftermarriage

2.2.PeteralmostkilledBettyの 例

次 に 、(9e)文 を考 察 す る。

(36)PeteralmostkilledBetty.[=(9e)]

(36)の 二 義 性 は 、almostがkillに 内 在 す る

2つ の 概 念 の どち らを修 飾 す る か に よっ て決 ま

る とされ る。

(37)[CAUSE[BECOME[DEAD]]]

(37)がkillの 概 念 構 造 と す る こ と が で き

る が 、almostがcauseを 修 飾 す る と 「Peter

がBettyを も う 少 しで 殺 す と こ ろ だ っ た(が

Bettyは 全 く無 傷)」 を意 味 し、deadを 修 飾 す

る と 「PeterがBettyを 瀕 死 の状 態 に した」 の

意 味 が 出 る とい うわ け で あ る。

(36)文 にalmostと 段 階 的 な意 味 概 念 を持 つ

動 詞 が 組 み合 わ さ る と、 主 語NPと 目的 語NP

が 数 量 詞 化 す る と考 え れ ば 、 こ の二 義 性 の現 象

も、数 量 詞 上 昇 で 説 明 で きる。 更 に は 、束 ね理

論 で も原 理 的 説 明 が 可 能 とな る。

(36)文 にお け る束 ね状 況 を表 記 して み る。

(38)aPeter>Betty→Betty1十Betty2

b.Bettv>Peter→Peter

Betty1=personbeforetheevent

Betty2=personaftertheevent

(38a)に お い て 、PeterはBetty1とBetty2

を束 ね て い る。eventはPeterのBettyを 瀕 死

に させ る 行 為 を指 し、Peterは2種 のBettyを

束 ね る の で 、(38a)は(37)に お い てdeadを 修

飾 す る場 合 と同 じこ とを表 す 。

一 方
、(38b)で は 、BettyがPeterを 束 ね る

の で 、Bettyは 変 化 の ない(=危 害 を受 け な い)、

強 い 実 体 で あ る。 つ ま り、(38b)は(37)に お い

てcauseを 修 飾 す る場 合 と同 じこ とに な る 。

なお 、(38a,b)は 注3の(iii-a,b)に 相 当す る。
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2.3.Thereisacatbehindthecarの 例

更 に 、(9f)文 を考 え てみ よ う。

(39)Thereisacatbehindthecar.

[=(9f)]

(39)文 の二 義 性 は 、視 点 の差 に帰 着 す る 。車

の位 置 が 視 点 とな る と、猫 は車 の 後 ろ に存 在 す

る こ とを意 味 す るが 、 こ の 文 の話 者 の視 点 に 立

て ば 、猫 は車 の背 後 に あ る こ とを 意 味 す る 。 そ

の 場 合 、 そ こ に猫 が い る こ とが 分 か っ て い る

が 、話 者 か らは 見 え て い な い可 能性 が あ る 。

位 置 関 係 を 表 すbehindやacrossな ど の 前

置 詞 やinfrontofやatthebackofな どの群

前 置 詞 が あ る こ とが 、二 義性 の必 要 条件 で あ る

が 、十 分 条 件 で は な い 。

例 え ば 、(40)文 は 曖 昧 で は な い 。

(40)Thereisacatbehindthetree.

(40)は 木 の 後 ろ に猫 が 隠 れ て い る こ と しか 意

味 しな い。 と い う の は 、treeに 前 も後 ろ も な

い か らで あ る。

車 の場 合 は 、 後 ろ が存 在 す る の で 、車 の 後 ろ

とい う位 置 も存 在 す る 。 だ か ら、話 者 の位 置 に

関係 な く(=話 者 の 視 点 か らで は な く)、 車 の 立

場 に な っ た意 味 も可 能 な の で あ る 。

さ て 、(39)文 も、 次 の 条 件 下 で 、NPが 数 量

詞 化 して 、数 量 詞 上 昇 が起 こ り、二 義性 を生 み

出す とい う考 えが で きる 。

(41)a.前 後左 右 を 表 す(群)前 置詞 が存 在

す る。

b.(群)前 置 詞 の 目 的 語NPに 前 後

左 右 が 存 在 す る。

(41)文 につ い て 、 束 ね状 況 を 表記 す る こ とに

しよ う。

(42)a.car>cat→cat1十cat2

b.cat>car→car

cat1=acatseenbythespeaker

cat2=acatseenfromthecar

(42a)は 、 話 者 の 視 点 か ら車 の 視 点 に 変 化 す

る こ と を示 し て お り、 車 の 視 点 に 落 ち着 く解

釈 、(42b)は 話 者 の 視 点 に と ど ま る解 釈 と な る。

な お 、(42a,b)は 注3の(vi-a,b)に 相 当す る。

(40)文 につ い て は 、 そ もそ も木 の視 点 が な い

の で 、初 め か ら話 者 の視 点 しか な く、二 義性 が

発 生 しな いの で あ る。

2.4.JimgotAnnintotroubleの 例

最 後 に 、(9g)文 を検 討 す る。

(43)JimgotAnnintotrouble.[=(9g)]

(43)文 は 、 語 用 論 的 な 側 面 を持 つ 二 義 性 の

例 で あ る。 とい うの は 、通 常 、<get人into

trouble>の 構 造 は元 来 「人 を 困 らせ る」 とい

う意 味 で あ る が 、 人が 女 性 の場 合 、 「女 性 を妊

娠 させ る」 の 意 味 に な る こ とが あ る。 特 に 口語

で は 、そ の よ うな意 味 に な る こ とが 多 い。

こ れ も、 あ る 条 件 下 で 、 主 語NPと 目 的 語

NPが 数 量 詞 化 し、 そ れ ゆ え 、数 量 詞 上 昇 が 起

こ り、 二 義 性 を生 み 出 す と考 え る こ と が で き

る。

元 来 、抽 象 名 詞 で あ るが 、具 体 的 に は どん な

こ とが あ り得 る か が比 較 的 明確 なtroubleの よ

うな名 詞 が 存 在 し、更 に 、 そ の抽 象 名詞 の意 味

を具 体 的 な状 況 に追 い や る可 能 性 が あ る女 性 の

存 在 が 条 件 で 、二 義 性 が 生 じる と考 え て よい。

(43)文 の 束 ね 状 況 を考 察 して み よ う。

(44)a.Jim>Ann→Ann1十Ann2

b.Ann>Jim→Jim

Ann1=personintrouble

Ann2=personinspecifictrouble

(44a)で は 、Jimが 通 常 の トラ ブ ル に 巻 き込

ま れ たAnnと 、 更 にtroubleの 内 容 を 更 に

具 体 化 す る(こ の 場 合 、 「妊 娠 す る こ と」)形 で

focusさ れ たAnnを 束 ね て お り、(44b)で は 、

Jimを 状 況 が 変 化 しな いAnnが 束 ね て い る。

勿 論 、(44a)が 「JimがAnnを 妊 娠 さ せ た 」

の 意 味 、(44b)が 「JimがAnnを 困 ら せ た 」

の 意 味 を表 して い る 。(44a,b)は 注3の(v-a,b)

に 当た る。

3.ま とめ

本稿では、副詞(的 表現)が入った文で、全て

多義性の しくみが異なる4つ の例について、あ

る条件下で、関連する2つ の名詞句が数量詞化

することを提案 した。

数量詞化すると、数量詞上昇が起こり、その

二義性を統一的に証明できることになる。
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更 に 、副 詞 が 関 わ る文 に お け る二 義 性 の メ カ

ニ ズ ム をL3で 提 案 した 「束 ね理 論 」 で も説 明

した 。 つ ま り、非 構 造 的多 義 性 を 、別 の観 点 か

ら も原理 的 に説 明 で きる こ とを 目指 した 。

こ の束 ね理 論 は 、 もは や 数量 詞 上 昇 とい う原

理 か ら離 れ て 、 こ れ だ け で 、非 構 造 的多 義 性 を

説 明 す る 原理 とな る可 能性 を秘 め て い る と思 わ

れ る 。

つ ま り、 次 の よ うな 「束 ね原 理 」 を想 定 す れ

ば よい こ とに な る 。

(45)束 ね 原理

NPIか らNPnま でn個 の 名 詞 句 が

数 量 詞 化 され る とn!種 類 の 作 用 域

が現 出 し、NP.>NPβ にお い てNP、

はNPβ を束 ね る。 但 し、α とβ の 関

係 はaま た はbで あ る。(n≧2)

a.α 一k,β 一k+p[1≦k≦n-1]

b.α 一k+p,β 一k[1≦k≦n-1]

但 し、1≦P≦n-k

NPの 数 量 詞 化 に は 個 々 の 事 情 が あ る が 、

い っ た ん 数量 詞 化 す れ ば 、 こ の原 理 が適 用 され

る と考 え る と、LFで 数 量 詞 上 昇 を想 定 しな く

て も、多 義 性 が説 明 で きる こ とに な る 。

現 実 の 言 語 世 界 で は、(45)に お け るnは2

ま で で 、 そ れ ゆ え 、事 情 は そ れ ほ ど複 雑 で は な

い 。 た だ 原理 は全 て の言 語 事 象 を カバ ーす る必

要 が あ る の で 、(45)の よ うに一 般 化 して い る の

で あ る 。

NP.がNPβ を 束 ね る 仕 組 み は 、 「束 ね 条 件 」

と して 、 次 の よ うに示 され る 。

(46)束 ね 条件

NP。 がNPβ を 束 ね る と き、NP。 が

示 す 数 だ け あ る構成 員1つ1つ が個

別 に 、NPβ が示 す 数 の構成 員 を全 て

束 ね る 。

具 体 的 に 、(9a)、(9b)を 例 に取 り、 束 ね 原

理 を 適用 して み る 。

(47)Threeboyssawtwogirls.[一(9a)]

NPは2つ 生 じて い る の で 、2!(-2×1)、 す

な わ ち 、2種 類 の作 用 域 が現 出す る 。

(48)a.threeboys>twogirls

b.twogirls>threeboys

NPが 別 のNPに 如 何 に 束 ね ら れ る か を 「束

ね 関係 」 と名 づ け る とす る と、threeboysと

twogirlsの 束 ね 関係 は、(46)の 束 ね条 件 に基

づ き、 次 の よ う に な る。(49a,b)は 、 そ れ ぞ れ

(48a,b)に 相 当 す る 。注14

(49)a.B1(G1十G2)

B2(G3十G4)

B3(G5十G6)

b.G1(Bl十B2十B3)

G2(B1十B2十B3)

勿 論 、(49a)は 「3人 の 少 年 が そ れ ぞ れ 、2人

組 の少 女 を見 た」 とい う(少 女 の数 が 最 大 に な

る 場 合 の)意 味 で 、(49b)は 「2人 の 少 女 が そ

れ ぞ れ3人 の少 年 に見 られ た」 の意 味 で あ る。

(49a)は 、 少 年 が 個 ・々 に2人 の 少 女 を 束 ね て

お り、(49b)は 、 少 女 が 個 々 に3人 の少 年 を束

ね て い る イ メ ー ジ とな る の で あ る。

次 に 、(9b)の 束 ね 関 係 を 示 す 。 但 し、

(51a,b)は(52a,b)に 対応 す る 。注15

(50)Everybodylovessomebody.

[一(9b)]

(51)a.everybody>somebody

b.somebody>everybody

(52)a.E1(S1),E2(S2),...En(Sn)

b.S(E1,E2,...En)

当然 なが ら、(52a)は 「誰 で もそ れ ぞ れ に愛

して い る 人 が い る」 の 意 味 で、(52b)は 「特 定

の1人 が 皆 に愛 され て い る」 の意 味 で あ る。

こ こで、(53)文 の よ う な 文 を、 束 ね 理 論 で

ど う 説 明 で き る か 示 し て み よ う。 も ち ろ ん 、

(54a,b)は(55a,b)に 対 応 す る。

(53)

(54)

(55)

Everybodyloveseverybody.

aS(everybody)>O(everybody)

b.0(everybody)>S(everybody)

a.S1(01,02,...On)

S2(Ol,02,...On)

Sn(01,02,...On)

b.Ol(S1,S2,...Sn)

02(Sl,S2,...Sn)

On(S1,S2,…Sn)
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(55a)は 「(こ こ に い る)全 て の 人 た ちが 、 そ

れ ぞ れ 皆 を愛 し て い る 」 の 意 味 で 、(55b)は

「(ここ に い る)全 て の 人 た ちが 、 そ れ ぞ れ 皆 に

愛 さ れ て い る」 の意 味 で あ る 。

(55a)は 、「一 人 の 個 人 が 皆 を 愛 し て い て 、

ま た別 の個 人 も皆 を愛 して い て 、結 局 、皆 が皆

を愛 して い る」 とい うこ とを 意 味 して い る 。

(55b)の 意 味 す る と こ ろ は 、 「皆 が ま と ま っ

て あ る個 人 を愛 して い て 、 また 、 別 の 個 人 を も

愛 して い て 、結 局 、皆 が皆 を愛 して い る」 とい

うこ とを表 して い る 。

だ か ら究 極 は 同 じ意 味 を 表 す の だ が 、大 き く

ニ ュ ア ンスが 異 な る 。

(53)文 に お け る二 義性 は 、 こ れ まで の 数量 詞

上 昇 で は説 明 し きれ な い の で 、 束 ね理 論 が効 力

を発 揮 す る こ とが 多 い の で あ る が 、 問題 点 が い

くつ か 残 る。 例 え ば、(14)の 条 件Bや(18)の

条 件Cを ど の よ う に、 束 ね 理 論 に組 み 込 む か

とい う問題 で あ る。

条 件Bに つ い て は 、「NP1(主 と して 主 語

NP)の 数 量 が1の と き、他 のNPに は束 ね られ

な い」 とい う新 た な 原理 を導 入 す る こ と もで き

る。 こ れ に よ り、(56)文 が二 義 で な い こ とが説

明 で きる。

(56)Somebodyloveseverybody.

しか し、 本 稿 で 扱 っ た 副 詞 の 関 わ る文 で は、

NP1は 全 て 数 的 に は1で あ る の で 、 この 「数

量1を 示 すNP1は 束 ね られ な い 」 とい う条 件

は効 力 を発 揮 しな い 。 ゴll6

更 に 、石 井(2012)で 扱 っ た冠 詞 の二 義性 を 束

ね理 論 で説 明 で きる か ど うか も、 今 後 の課 題 で

あ る。

注

1.「3人 組 の 少 年 が2人 組 の 少 女 を 見 た 」 と

い う解 釈 は(6a)と(6b)が 合 体 した もの で 、

こ の意 味 が 最 も 自然 で あ る と も言 え る 。

2.3人 の 少 年 の1人 ひ と りが2人 の 少 女 を 束

ね る 意 味 を持 つ と き(=1人 の 少 年 が2人

組 の 少 女 を 見 る とい う状 況)、3人 の 少 年

は2人 の 少 女 よ り も上 位 に あ り、逆 に、2

人 の少 女 の そ れ ぞ れ が3人 の 少年 を 束 ね る

3.

意 味 を持 つ と き(=3人 組 の 少 年 が1人 の

少 女 に 見 られ る とい う状 況)、2人 の 少 女

は3人 の 少 年 よ り も上 位 に あ る と考 え る。

つ ま り、 次 の こ とが 言 え る。

(i)束 ね る側 〉束 ね られ る側

な お 、(9b)に つ い て も、 こ の こ とが 成

り立 っ て い る。everybodyの1人 ひ と り

がsomebodyを 束 ね て い る と き(=誰 で も

愛 す る 人 が そ れ ぞ れ1人 い る と い う解 釈

に な る)、 ス コ ー プ 関 係 はeverybody>

somebodyと な り、 逆 に 、somebodyが

everybodyを 束 ね て い る と き(=皆 に愛 さ

れ て い る 人が1人 い る とい う解 釈 に な る)、

somebody>everybodyと な り、(6)～

(8)の 事 情 と並 行 的 で あ る。

但 し、注1で 示 した意 味 の ス コー プ 関係

を 、LFへ の 数 量 詞 上 昇 で ど う説 明 す る の

か につ い て は 、今 後 の課 題 で あ る。

これ ら の英 文 の 多 義 性 は 次 の 通 りで あ る。

但 し、(9a,b)は 説 明 済 み なの で 省 く。(9c)

か ら(9j)は 、 そ れ ぞ れ(i)か ら(xiii)に 対 応

す る。

(i)a.私 は あ る 特 定 の イ タ リ ア 人 と結 婚 し

た い と思 っ て い る。

[結 婚 した い とい う人が た また ま イ タ

リア 人 で あ る]

b.私 は イ タ リ ア 人 な ら誰 で も結 婚 した

い と思 っ て い る。

[イ タ リア 人 を結 婚 相 手 の条 件 と して

い る]

(ii)a.ジ ャ ック は そ こで 、 将 来 妻 とな る 人

に 出会 っ た(実 際 妻 に な っ た)。

[会 っ た 時 点 で は 、 女 性 は ま だ 妻 で

な い →馴 れ初 め を述 べ て い る]

b.ジ ャ ック は、 そ こで妻 と落 ち合 っ た。

[女 性 は既 に妻 で あ る]

(iii)a.ピ ー ター は べ テ ィ を ほ と ん ど死 ぬ

状 態 に した 。

[ベ テ ィは重 傷]

b.ピ ー タ ー は 危 う くべ テ ィ を殺 す と

ころ だ った 。

[ベ テ ィは無 傷]
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(iv)a.車 の後 ろ に猫 が い る。

[視 点 は車 にあ る]

b.車 の背 後 に猫 が 隠 れ て い る。

[視 点 は話 者 にあ る]

(v)a.ジ ム は ア ンを妊 娠 させ た。[俗 語]

b.ジ ム は ア ンを 困 らせ た。

(vi)a.ビ ル は そ の車 にぶ つ か っ た。

[Billの 意 味 役 割 はtheme]

b.ビ ル はそ の 車 を殴 った 。

[Billの 意 味 役 割 はagent]

(vii)a.ボ ブ は そ の トラ ック を(何 か に)積

み 込 ん だ 。

b.ボ ブ は そ の トラ ッ ク に(何 か を)積

み込 ん だ。

(viii)a.リ ズ は タイ プ[=印 字]が 鮮 や か

に打 て る(普 通 の)人 だ 。

b.リ ズ は容 姿 の 美 しい(プ ロ の)タ イ

ピス トだ 。

4.「S構 造 に お い て構 造 の 差 に よ る多 義 性 を

示 さな い 文」 に お け る多 義 性 の条 件 とい う

意 味 で 、 「非 構 造 的 多 義 性 条 件 」 と命 名 し

て い る。 勿 論 、LFに お い て は、 多 義 性 は

構造 の差 に基 づ く もの と説 明 で きる 。

な お 、Qと は 数 量 詞(Quantifier)、nは

数(number)を 表 し、n(Q)で 、1文 に 生

じるQの 数 を示 す 。

5.n(N/Q2)に つ い て は 、 条 件 が 指 定 さ れ て

い な い の で 、 こ れ が1で あ っ て も多 義 性 を

排 除 しな い 。 実 際 、 目的語 の 数量 詞 が1を

示 して い て も、 次 の よ うに多 義 とな る 。

(i)Twogirlsmetoneboy.

a.あ る1人 の少 女 が 、あ る少 年 に出 会 い 、

も う1人 の 少 女 が 、ま た 別 の 少 年 に 出

会 っ た。

b.2人 の 少 女 が ま と ま っ て1人 の 少 年

に出 会 った 。

6.最 大 投 射 範 疇 とは 、句 の ま とま りを記 号 化

した もの で 、生 成 文 法 で は 、語 彙 範 躊 と し

てNP(名 詞 句)、VP(動 詞 句)、AP(形 容 詞

句)、PP(前 置詞 句)、 機 能範 疇 と してIP(屈

折 句)、CP(補 文標 識 句)、DP(限 定 句)な ど

が あ る。 一 般 にXPの 図 式 で代 表 す る。

7.Qを 途 中 に介 在 さ せ な い2つ のQの 間 の

最 大 投 射 範 疇 の 数 をn(XP[Qk-Qk+1])

で 表 す 。K≧1で 、 通 例2つ の 数 量 詞 が 、

一 番 先 に生 じて い る場 合 は
、k=1でQl

とQ2と 表 示 す る。 こ の条 件 は 、 多 義 性 を

示 す 文 の構 造 に お け る数 量 詞 問 の最 大 投 射

範 疇 数 を チ ェ ックす る こ とに よ り確 認 され

た。

8.(15a,b)、(16a,b)、 お よび(17)の 文 中 の そ

れ ぞ れ のQ1とQ2の 問 に 介 在 す る最 大 投

射 範 疇 とそ の数 を調 べ て み る。

(i)a.(15a):NP-IP-VP-PP-NP

→n(XP[Q1-Q2])-5

b.(15b):NP-PP-NP

→n(XP[Ql-Q2])-3

c.(16a):NP-PP-IP-IP-VP

-NP→n(XP[Ql-Q2])-6

d.(16b):NP-PP-IP-IP-NP

→n(XP[Ql-Q2])-5

e.(17):NP-CP-IP-VP-NP

→n(XP[Q1-Q2])-5

こ れ ら は 、 全 て4で な い の で 、 条 件Cを

満 た さず 、非 構 造 的多 義 性 を示 さな い と判 断

で きるが 、 こ れ は事 実 に合 致 す る。

例 え ば 、(17)は(ii-a)の 意 味 が 出 る が 、

(ii-b)の 意 味 は 出 な い と思 わ れ る の で 、 条 件

Cを 満 た さ な い とい う こ とが 予 想 す る 通 り、

多 義 で は な い の で あ る。

(ii)a.特 定 の 人1人 が 全 て の 物 をマ ック ス

に 買 っ て あ げ た とい う こ とだ が 、 そ

れ は誰 か?

b.そ れ ぞ れ の 人 が 、1つ ず つ マ ッ ク

ス に何 か を買 っ て あ げ て 、(必 要 な

物)全 て を 買 っ た こ と に な っ た が 、

そ の 人 た ち は 、 そ れ ぞ れ誰 か?

9. 数 量 詞 が3つ 生 じて い る具 体 例 とそ の多 義

性 を示 して み る 。(i)文 の 意 味 は 、(ii)の よ

うに6つ あ り うる こ とに な る。[]内 は数

量 詞 が 表 す 数 の作 用 域 の大 き さの順 を表 し

た もの で あ る。 つ ま り、左 が 、作 用 域 が 大

きい。

(i)Fourmendrankthreebeersattwobars.
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(ii)a.[4,3,2]4人 の 男 性 一 人 ひ と りが 、

そ れ ぞ れ 、1本 目の ビ ー ル を2つ の

店 で 、2本 目の ビー ル を別 の2つ の

店 で 、 最 後 の ビ ー ル を 別 の2つ の 店

で 飲 ん だ。

b.[4,2,3]4人 の 男 性 一 人 ひ と りが 、

あ る 店 で ビー ル を3本 飲 み 、 ま た別

の 店 で ビー ル を3本 飲 んだ 。

c.[3,4,2]1本 目の ビー ル を 、 そ れ ぞ

れ の 男 性 が2つ の 店 で 飲 み 、2本 目

の ビ ー ル もそ れ ぞ れ2つ の 店 で飲 み 、

3本 目の ビ ー ル も そ れ ぞ れ2つ の 店

で 飲 ん だ。

d.[3,2,4]1本 目の ビー ル を 、 あ る店

で4人 で 飲 み 、 ま た 別 の 店 で4人 で

飲 み 、2本 目 の ビ ー ル も、 あ る 店 で

4人 で 飲 み 、 ま た 別 の 店 で4人 で 飲

み 、3本 目 の ビ ー ル も、 あ る 店 で4

人 で飲 み 、 ま た 別 の 店 で4人 で 飲 ん

だ。

e.[2,3,4]あ る 店 で3本 の ビー ル を1

本 ず つ4人 で 飲 み 、 別 の 店 で3本 の

ビー ル を1本 ず つ4人 で 飲 ん だ 。

f.[2,4,3]あ る店 で4人 の男 性 が そ れ

ぞ れ 、3本 の ビー ル を飲 み 、別 の店 で

も、 同 じ4人 の 男 性 が そ れ ぞ れ3本

の ビー ル を飲 ん だ 。

(ii-a)か ら(ii-f)で 、4人 の 男 性 の み 、 個 体

数 は4に 制 限 され るが 、3本 の ビ ー ル や2軒

の店 は 、 そ の個 体 数 は トー タ ル で3や2と は

限 らな い 。

な お 、 どの意 味解 釈 が 自然 で あ る か が 、 ど

うい う原理 に基 づ くか は 、今 後 の研 究課 題 と

した い 。

10仮 に、 全 て の2つ のQ問 で 、 条 件Cが 言

え る場 合 は 、 次 の一 般 化 が成 り立 つ 。

(i)S(...Qk...XP1...XP2...XPn...Qk+1_)

[k≧1]の 条 件 下 、 全 て のkに お い て

n-4な らば多 義 度 方程 式 が 成 立 す る 。

llも し、AとBが 人 で 、AとBの 関係 が 「見

る 」 とい う こ とで あ れ ば 、Bが 移 動 可 能 な

の で、n人 のAがm人 のBを 見 た 場 合 、

12.

13.

14.

15.

16.

Bの 全 体 数 は 次 の よ う に表 され る。

(i)m≦Bの 全 体 数 ≦nm

(27)で 「表 記 上 」 と は、 「n個 のAがm

個 のBをVす る 」 と い う文 に お い て 表 さ

れ るnとmの こ と。

Jackの よ うな 固 有 名 詞 、one'sNの 表 現 な

どは、 通 常 、 数 量 詞 で は な いが 、 い ろ い ろ

な場 面 で現 れ た り、 い ろ い ろ な こ とを して

い るJackやhiswifeが い る し、 い ろ い ろ

な精 神 状 態 のJackやhiswifeが あ り うる

の で、 数 的 な存 在 で あ る と考 え て よい。 そ

の意 味 で 、名 詞 は数 量 詞 化 す る可 能 性 を秘

め て い る と考 え る こ とが で きる。

Bはboy、Gはgir1、 そ れ ぞ れ に付 した数

字 は識 別 番 号 。 丸 括 弧 内 は 、束 ね られ て い

る構成 員 を示 す 。

Eはeverybody、Sはsomebody、nは

そ の文 脈 で全 て と認 識 され る数 を示 す 。

本 稿 で は 、 副 詞 の 関 わ っ た 文 に お け る

NP1は 複 数 の 概 念 を 持 つ と 考 え て い る。

そ れが そ もそ も 「数 量 詞 化 す る」 とい うこ

とに他 な らな い。 そ の よ うに発 想 す る こ と

で条 件Bを ク リア して い る。
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補 遺

注9に 挙 げ た例 文 に 関 して 、補 足 事 項 を述 べ

て お く。

場 所 を表 す 前 置 詞 句 内 に数 量 詞 を伴 う場 合 、

そ の 数 量 詞 が 表 す 数 をn、 主 語 内 に あ る数 量 詞

が 表 す 数 をmと す る と、 主 語 の個 体 数 がmま

た はmnの2つ に多 義 と な る 傾 向 が あ る と も

言 え る 。

本 章 で は 、 主語 の個 体 数 が不 変 で あ る とい う

立 場 を とっ た が 、 主語 の個 体 数 が変 化 す る傾 向

の 強 さは 、(1)～(3)の 順 に 強 くな る と考 え て よ

い だ ろ う。

(1)Thefourmendrankattwobars.

(2)Fourmendrankattwobars.

(3)Attwobars,fourmendrank.

(1)の よ う に、 定 冠 詞 を つ け る と、 限 定 的 に

な るの で 、 「あ る 店 で4人 の男 が 、 そ して 別 の

店 で 同 じ4人 の男 が飲 ん だ」 とい う読 み が 強化

され る 。

逆 に 前 置 詞 句 を文 頭 に持 っ て きた場 合 、4人

の 男 は 、 全 体 で8人 の 可 能 性 が 非 常 に 強 くな

る 。

つ ま り、 主語 の特 殊 性 と して の個 体 数不 変 原

則 は 、必 ず し も強 固 な原 則 で は な い と考 え られ

る の で あ る 。 「主 語 個 体 数 不 変 」 が 、 他 に どん

な場 合 に揺 ら ぐの か に つ い て は 、今 後 の研 究 に

委 ね た い 。


